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在留資格 ※集計時期は資格により異なります 受け入れ人数

○EPA（資格者） ・国際厚生事業団資料より集計

2021年6月
3,504名（1,031名）

○在留資格介護 ・入管庁資料より集計

2020年12月
1,714名

○技能実習 ※認定件数 ・外国人技能実習機構資料より集計

2021年7月
24,651件

○特定技能介護 ・入管庁資料より集計

2021年6月
2,703名

特定技能介護/2021年6月集計（増減は2021年3月比）

国籍・地域 人数 増減 国籍・地域 人数 増減 国籍・地域 人数 増減

・ベトナム 1,428人 558 ・タイ 12人 6 ・スリランカ 1人 1 

・インドネシア 338人 58 ・韓国 5人 3 ・フランス 1人 1 

・フィリピン 320人 136 ・バングラデシュ 4人 1 ・キルギス 1人 1 

・中国 177人 52 ・インド 4人 0 ・エルサルバドル 1人 0 

・ミャンマー 173人 70 ・ブータン 3人 3 ・チリ 1人 1 

・ネパール 150人 82 ・ロシア 3人 2 ・パキスタン 0 0 

・モンゴル 43人 12 ・ラオス 2人 0 ・イタリア 0 0 

・台湾 18人 8 ・マレーシア 2人 0 ・コロンビア 0 -1 

・カンボジア 14人 2 ・スペイン 2人 2 

■日本国内で試験が可能な［特定技能］は２０２１年３月から３ヶ月間で９９８名の増加となった

・入管庁資料より集計
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～頑張ることは［自分の力になること］とても良いこと～
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技能実習生を受け入れているグッドタイムリビング芝浦アイランド。今回は、日本に来て２年になるタムさん、ニュン
さんにインタビュー。とても明るいお二人で笑いが絶えないインタビューとなりました。田岡副施設長、上野採用課長に
も受け入れの様子をお聞きしました。ぜひインタビュー動画もあわせてご覧ください。

Interview

（※以下、敬省略）

株式会社 グッドタイムリビング

ゲストの方々、先輩の皆さん、近所のおばあちゃん、みんな親切にしてくれます―――

―――日本を、介護を、選んだ理由
ニュン：日本は、介護技術のレベルが高いと聞いた。兄弟が日本にいたから日本を選んだ。
タム：日本のドラマやアニメが好きだった。学生のころから介護の仕事がしたかった。

―――日本語の勉強は大変でしたか？
ニュン：大変でした。介護で働くには他の仕事に就く人より多く勉強する必要があった。
タム：日本語は難しかったけど、頑張る事が自分の力になると思った。

―――日本に来てギャップはありましたか？
ニュン：ないです。職場の先輩がいろいろ教えてくれました。近所の日本人のおばちゃんもいろいろ
教えてくれたり遊んでくれた。とても親切にしてくれた。
タム：交通面がベトナムとは違う。ベトナムはバイクが多いが、日本は公共機関があって安心。

―――介護をやってみて難しいと思ったことは？
タム：ベトナムで勉強はしてきたが、日本に来て最初はコミュニケーションが大変だった。相手の話
を聞き取るのが難しかった。教科書と実際の会話は全然違うので大変でした。

―――入居者の皆さんとコミュニケーションは？
タム：最初のころは、ゲスト（入居者様）から話しかけてくださった。方言を使われていて聞き取れ
なかったが、もう1回聞いてみたら親切に説明してくれた。とても有難かった。
ニュン：ゲストからたくさん日本語を勉強させて頂いた。

―――やりがいを感じる時は？
ニュン：移乗介助の時。もっとボディメカニクスを使う技術を学びたいと思っている。
タム：ゲストとお話するのが楽しい。昔の事などいろんな事が教えてくれる。

―――これから日本に来る人にアドバイス
ニュン：日本語をしっかり勉強する、先輩からしっかり教わる事。
タム：教えられたとおりにやる事が大事。

―――日本で行った場所
ニュン：お台場、新宿、原宿、渋谷、鎌倉とかに行きました。鎌倉が一番印象的でした。

―――いまは、なかなか出掛けられない
タム：家で勉強したり、おいしいご飯を作ったりしている。

―――受け入れ側の感想、アドバイス
田岡：日本語をしっかり勉強してこられていて、意欲が高いというのが印象的。入国前にその方々の
事をもっと把握する事でより良い受け入れにつながると思った。

―――日本語学習について
上野：タムさんとニュンさんは、日本語検定N2を合格しました。とても素晴らしい事です。これから
もより良い受け入れを行っていきたい。
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特定技能評価試験(介護)合格者数統計

厚生労働省(特定技能評価試験(介護)結果)より集計
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■７月度は、現地（海外）合格者３５８名、国内（日本）合格者８２０名となっている。※技能評価試験

日本国内の合格者が多い理由として、他業種の技能実習生などが特定技能介護へ在留資格変更を行う人が
増えている事があげられる。海外現地では、感染拡大の影響で試験が再開されていない地区がある。また、
多くの内定者が日本へ出国待ちの状態となっている事が予想される。一日も早い出国が叶う事を願います。

■ 高経協 海外人材部会レポート第10回を迎えて

海外人材部会長の三重野です。
おかげさまで、このレポートで１０号となりました。

国内介護サービスの人材不足緩和と、アジア健康構想推進のもとで、留学生、ＥＰＡ制度に加えて、
２０１７年の介護技能実習制度、２０１９年の特定技能制度と、海外人材の活用と育成が大きな流れ
となりました。しかしながら、２０２０年からのコロナ禍の影響で、せっかく整ってきた制度を活用
する流れに大きな壁が立ちはだかってしまいました。

そんな中で、先行して海外人材を活用している事業者のみなさん、タイミングがあわず様子もしくは
断念した事業者のみなさん、いろんな立場の方がいます。そして、来日して頑張っている海外人材の
みなさん。不安の中で、周囲のみなさんの支えで、確実に成長している姿があります。

私たちは、先行している事業者、海外人材のみなさんの活動をレポートしていくことで、いまの状況
をリアルに捉え、これから海外人材の活用を考えている事業者のみなさんに参考になることができれ
ばと考えています。

引き続き、みなさんのご要望を伺いながら、日本で活躍する海外人材のみなさんを中心にレポートを
続けていきます。よろしくお願いします。


